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に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

こ
の
高
齢
者
活
動
支
援
施
設
を
元
気
な

高
齢
者
の
み
を
対
象
と
し
た
施
設
と
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
要
介
護
状
態
の
重

度
化
も
予
防
す
る
施
設
と
し
て
位
置
づ

け
、
利
用
者
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、「
介

護
認
定
で
要
支
援
又
は
要
介
護
１
と
判

断
さ
れ
、
支
援
セ
ン
タ
ー
を
単
身
で
利

用
出
来
る
方
ま
で
」
に
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

高
齢
福
祉
課
　
（
内
線
４
６
２
）

◆
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

満
55
歳
に
達
し
た
職
員
に
当
該
年
齢

に
達
し
た
後
の
４
月
１
日
以
降
、
昇
給

を
停
止
す
る
措
置
を
講
ず
る
も
の
で
す
。

医
師
の
場
合
は
57
歳
と
な
り
ま
す
。
平

成
10
年
の
人
事
院
勧
告
に
お
い
て
、
国

家
公
務
員
に
つ
い
て
翌
11
年
か
ら
昇
給

停
止
年
齢
が
58
歳
か
ら
55
歳
に
引
き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。
地
方
公
務
員
に
つ
い

て
も
同
様
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
国
、

県
の
指
導
も
あ
り
４
月
か
ら
実
施
さ
れ

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

人
事
課
　
　
　
（
内
線
２
７
３
）

政
治
倫
理
検
討
特
別
委
員
会
は
平
成

15
年
12
月
定
例
会
で
設
置
さ
れ
、
21
回

の
委
員
会
で
調
査
研
究
、
論
議
を
重
ね

て
、「
議
員
を
対
象
と
す
る
政
治
倫
理

条
例
の
制
定
を
す
べ
き
も
の
」
と
い
う

結
論
を
得
て
報
告
さ
れ
、
本
会
議
で
大

村
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
を
可
決

し
ま
し
た
。
大
村
市
議
会
議
員
政
治
倫

理
条
例
の
骨
子
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

１
　
対
象
者

対
象
者
は
、
大
村
市
議
会
議
員
と
す

る
。

２
　
政
治
倫
理
基
準

議
員
の
政
治
倫
理
に
関
す
る
規
律
の

基
本
と
な
る
事
項
に
つ
い
て
の
具
体
的

な
基
準

①
地
位
を
利
用
し
た
公
正
を
疑
わ
れ
る

お
そ
れ
の
あ
る
金
品
の
授
受
の
禁
止

②
市
が
行
う
許
可
、
認
可
、
請
負
契
約

等
に
関
し
、
特
定
の
企
業
、
団
体
等
に

つ
い
て
有
利
又
は
不
利
な
取
り
扱
い
の

禁
止

③
市
の
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
の
関
与

禁
止

④
政
治
的
又
は
道
義
的
な
批
判
を
受
け

る
お
そ
れ
の
あ
る
寄
附
の
受
け
取
り
禁

止⑤
そ
の
他
、
議
員
の
品
位
と
名
誉
を
損

な
う
よ
う
な
行
為
を
慎
み
、
そ
の
職
務

に
関
し
不
正
の
疑
惑
を
持
た
れ
る
お
そ

れ
の
あ
る
行
為
の
禁
止

３
　
市
民
の
調
査
請
求
権

議
員
が
政
治
倫
理
基
準
又
は
請
負
等

の
遵
守
事
項
に
違
反
す
る
疑
い
が
あ
る

と
き
は
、
市
民
（
有
権
者
）
50
人
以
上

の
連
署
で
調
査
請
求
が
で
き
る
。

４
　
政
治
倫
理
調
査
特
別
委
員
会

調
査
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
議
会

の
調
査
特
別
委
員
会
で
調
査
を
行
う
。

５
　
資
産
等
報
告
書
等
の
提
出

調
査
特
別
委
員
会
は
、
事
実
の
解
明

に
必
要
な
と
き
は
、
資
産
等
報
告
書
等

の
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

６
　
調
査
対
象
議
員
の
調
査
特
別
委
員

会
へ
の
協
力
義
務

調
査
対
象
議
員
は
、
調
査
特
別
委
員

会
の
要
求
が
あ
る
と
き
は
、
必
要
な
資

料
を
提
出
し
、
又
は
会
議
に
出
席
し
て

意
見
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
　
調
査
特
別
委
員
会
の
調
査
結
果
等

の
報
告
及
び
公
表

調
査
特
別
委
員
会
は
、
調
査
が
終
了

し
た
と
き
は
、
本
会
議
に
諮
る
と
と
も

に
、
議
長
は
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
。

８
　
対
象
議
員
及
び
議
会
の
措
置

対
象
議
員
の
行
為
が
政
治
倫
理
基
準

又
は
請
負
等
の
遵
守
事
項
に
違
反
し
て

い
る
と
さ
れ
た
と
き
は
、
対
象
議
員
は
、

自
ら
政
治
倫
理
の
確
保
の
た
め
に
必
要

な
措
置
を
講
じ
る
。
ま
た
、
対
象
議
員

が
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
い
場
合
は
、

議
会
が
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

９
　
刑
法
事
犯
に
係
る
問
責
制
度

刑
法
事
犯
に
よ
り
、
起
訴
さ
れ
又
は

有
罪
判
決
宣
告
を
受
け
、
な
お
議
員
の

職
に
と
ど
ま
ろ
う
と
す
る
と
き
は
、
当

該
議
員
は
説
明
会
を
開
催
し
て
市
民
に

説
明
を
す
る
と
と
も
に
、
当
該
議
員
が

説
明
会
を
開
催
し
な
い
場
合
は
市
民
に

説
明
会
開
催
の
請
求
権
を
認
め
た
。

ま
た
、
有
罪
判
決
が
確
定
し
た
と
き

は
、
議
会
は
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

10

市
工
事
等
に
関
す
る
遵
守
事
項

議
員
の
配
偶
者
、
一
親
等
又
は
同
居

の
親
族
、
こ
れ
ら
の
者
が
役
員
を
し
て

い
る
企
業
は
、
市
に
対
す
る
請
負
（
下

請
負
を
含
む
。）
そ
の
他
の
契
約
を
辞

退
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
議
員
は
責
任
を
持
っ
て
関
係
者
、

関
係
企
業
の
辞
退
届
を
提
出
し
、
議
長

は
辞
退
届
の
提
出
状
況
を
公
表
す
る
。

《
ま
と
め
》

議
員
は
市
政
に
対
す
る
市
民
の
厳
粛

な
信
託
に
応
え
る
た
め
、
市
民
全
体
の

奉
仕
者
と
し
て
、
公
正
か
つ
清
廉
を
基

本
と
し
、
常
に
高
い
政
治
倫
理
を
も
っ

て
議
員
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

【
問
い
合
わ
せ
】

議
会
事
務
局
　
（
内
線
３
０
１
）

m 55
歳
に
到
達
し
た
職
員
に
対
し
て

昇
給
停
止
さ
れ
ま
す

政
治
倫
理
検
討
特
別
委
員
会
の
報
告 




